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論文審査の要旨（400字以内） 

心房粗動に対するアブレーション後、心房細動(AF)の新規発症が認められる。本

研究ではこのアブレーション後の AF 新規発症と心房のリモデリングを反映するとさ

れる心房内伝導時間(interatrial conduction time: IACT)との関連性に着目、その相

関を検証している。心房粗動アブレーション後の連続８０症例を対象とし平均観察

期間は 4.1±2.5年、AFの新規発症は２２名であった。多変量解析の結果、IACTは

心房粗動アブレーション後の AF 新規発症の独立した予測因子であり、最適なカッ

トオフ値は 120ms であった。このように延長した IACT は、心房粗動アブレーション

後の AF 新規発症を予測しうると結論している。本研究結果は心房粗動アブレーシ

ョン後の不整脈の適切な経過観察ならびに抗凝固療法必要性の判断において臨

床上有用なものと考えられる。また、申請者は心臓電気生理学の知識ならびに論理

的思考能力を有しており学位を与えるのにふさわしいと判断する。 
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